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連結子会社の再編（完全子会社間の合併）に関する事業説明資料について 

 

2024 年４月 12 日付「連結子会社の再編（完全子会社間の合併）に関するお知らせ」にてお知らせし

ましたとおり、当社は、2024 年７月１日を効力発生日として、当社の連結子会社である株式会社エコネ

コル（本社：静岡県富士宮市、代表取締役社長：佐野文勝）を存続会社とし、同じく連結子会社である

株式会社クロダリサイクル（本社：北海道函館市、代表取締役社長：奈良浩二）及び、同じく連結子会

社である株式会社しんえこ（本社：長野県松本市、代表取締役社長：小松茂人）を消滅会社とする吸収

合併を行うこと、並びに、当社の連結子会社である日東化工株式会社（本社：神奈川県高座郡寒川町、

代表取締役社長：春山孝造）を存続会社とし、同じく連結子会社である株式会社東洋ゴムチップ（本社：

群馬県前橋市、代表取締役社長：春山孝造）を消滅会社とする吸収合併を行うことを予定しております。 

ここに、その概要について記載した「グループ組織再編に関する事業説明資料」を別添のとおり、お

知らせいたします。 

 

以 上 

 

添付資料：グループ組織再編に関する事業説明資料 



グループ組織再編に関する
事業説明資料

〜 サーキュラーエノコミー（CE）事業促進のための戦略 〜
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CE戦略 事業戦略

統合と再編による「モノづくりを支えるCE」の推進
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CE戦略 モノづくりを支えるCEの取り組み
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CE戦略 エンビプロがターゲットとする素材

以下のターゲット素材について、メーカー等の要求する品質の再生素材を生産する

Fe Al Cu Au Ag Pd Nd CLi Ni Co Dy

鉄･アルミ･銅

ベースメタル プレシャスメタル レアメタル ポリマーレアアース

金･銀･プラチナ･パラジウム リチウム･ニッケル･コバルト ネオジム･ジスプロシウム プラスチック･ゴム

家電

自動車

焼却灰

半導体

包装材

建材

○

○

○
○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

当社
事業

■風力発電モーターCE

■高磁力モーターCE

■LIB to LIB

(リチウムイオンバッテリー
CE）

■焼却灰からの金銀滓回収

■電気･電子機器CE

■鉄・非鉄金属CE

■小型家電・家電CE

■解体CE

■Tire to Tire（タイヤCE）

■ゴムCE

■プラスチックCE

Pt
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全体像 セグメントと事業内容
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組織再編 再編の全体像

株式会社 エコネコル

株式会社 クロダリサイクル

株式会社 しんえこ

株式会社 東洋ゴムチップ

日東化工 株式会社

株式会社 エコネコル

株式会社 エコデモ

日東化工 株式会社

株式会社 VOLTA 株式会社 J-Cycle

（2024年７月予定）

（2024年７月予定）

（2024年９月〜10月稼働予定）

（2024年９月稼働予定）

金属資源循環企業

ポリマー資源循環企業

出資･設立

分社

②統合

①統合資
源
循
環
事
業

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

リ
サ
イ
ク
ル
事
業

片付け・解体工事
専業会社の設立

合弁会社を設立

◼ 生産プロセスの高度化･全体最適化による生産性向上

◼ ハブ＆スポーク方式による拠点連動性の向上

◼ 金属資源系CE事業のモデル化による事業基盤強化

◼ ポリマー資源循環サプライチェーン機能の垂直統合

◼ プラスチック･ゴムのCE対応力強化

◼ 分析・エンジニアリング力の相互補完促進

◼ 電池to電池のクローズドループの実現

◼ パートナー企業の技術力及びグローバル事業基盤の活用

◼ 海外からの廃電池等の原料調達強化

◼ 施工管理会社へ変革（これまでは案件管理のみ）

◼ 請負実績を積み上げ、受注率向上

◼ 大規模案件への注力



7

組織再編 ①金属資源循環３社の統合

株式会社エコネコル

株式会社クロダリサイクル

株式会社しんえこ （2024年7月統合予定）

株式会社エコネコル

（2024年5月時点）

7 拠点 3 拠点

一次加工 高度選別

スポーク ハブ

• 静岡支社
• 函館支社
• 松本支社

事業モデルを横展開し、
拠点数増加

生産プロセスの
高度化･最適化

金属資源循環の現在の配置

◼ 生産プロセスの高度化･全体最適化による生産性向上

◼ ハブ＆スポーク方式による拠点連動性の向上

◼ 金属資源CE事業のモデル化による事業基盤強化

連動性
の向上

高度選別拠点

一次加工対応エリア

モデルを拡げるエリア

ハブ＆スポーク方式による
拠点連動制の向上

金属資源リサイクル拠点数イメージ

2018 2023 2028 2033

一次加工 高度選別

新工場設立、M&Aの活用により、広域の対応力を更に拡充していく

拠点数増加

再生素材の
生産量拡大

ターゲット素材の
扱い量増加

高度選別拠点をハブ、前工程の一次加工が可能
な拠点をスポークとして展開する「ハブ＆ス
ポーク方式」による集荷・処理体制を構築
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金属資源循環 焼却灰からの金銀滓*回収

静岡、函館拠点にて、広域から回収した焼却灰を高度選別

日本の（一廃）焼却灰
約300万トンが埋立処分

可燃ごみ

金銀滓
（貴金属MIX）

鉄・アルミ等

地域産業へ

地域社会
（都市鉱山）

クリーンセンター
（焼却施設）

金銀滓回収設備

金属精錬会社

焼却灰
（落じん灰）

（静岡・函館）

約510万円／年の費用削減効果が見込まれる

落じん灰処分費
約400万円削減

2024年の自治体導入例：静岡県富士宮市

1. 再資源化率の向上

2. 歳入増加と歳出減少

3. 処分場の延命化

これまでセメント化・焼成処理等をしていた焼却灰のうち
約100t/年の落じん灰*をエコネコルが買取開始

落じん灰売却益
＋約110万円

焼却灰からの金銀滓マーケット

700億円 主灰+落じん灰等から
回収される金銀滓

落じん灰等から
回収される金銀滓

70億円

*当社調べ

*金銀滓：金、銀、銅、プラチナ、パラジウムの濃縮滓 *落じん灰：焼却灰の中で、ストーカ炉の火格子の隙間から落下する灰
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組織再編 ②ポリマー資源循環２社の統合

日東化工株式会社

（2024年7月統合予定）

*ポリマー：プラスチック・ゴム等

日東化工株式会社

株式会社東洋ゴムチップ ◼ ポリマー*資源循環サプライチェーン機能の垂直統合

◼ プラスチック･ゴムのCE対応力強化

◼ 分析・エンジニアリング力の相互補完促進

ゴム・プラスチックのCE対応力強化

機能垂直統合によるワンストップでの再生素材･製品生産
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ポリマー資源循環 ゴムのサーキュラーエコノミー

回収

破砕・選別

東洋ゴムチップ

加工

日東化工

ゴムチップ

ゴム粉

・高いコンパウンド加工技術所有
・多品種の成形品まで製造可能
・サーキュラーラボにて試作、検証

ゴムマット

ゴムシート

・多様な粒度でゴムチップ、ゴム粉が生産可能
・リサイクル率98%の工場
・脱硫再生技術の保有

調達 製造 販売 使用 廃棄

販売

研究･開発
リトレッドシート

配合設計

不良廃ゴム等を用いたソリッドマット製品を製造するサーキュラーモデル事例

脱硫ゴム
脱硫加工

破砕品篩下
原料

（不良練りゴム･廃マット等）
再配合･ゴム練りプレス加硫ソリッドマット（製品）

(2024年7月統合予定）
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廃タイヤ

組織再編 統合２社の機能連携によるCEの高度化

ペレタイズ/コンパウンド
成形

破砕
磁選/風選

廃自動車

高度選別施設による
素材選別

鉄・非鉄金属
軽量ダスト

ASR*
（プラ＋ゴム）

自動車
メーカー

使用

RPF*
（低炭素燃料）

破砕
磁選/風選

Mixプラ

固形燃料
製造

Mixゴム

自動車のサーキュラーエコノミー事例

*ASR：Automobile Shredder Residueの略。解体業者・破砕業者の再資源化基準に従って事前選別処理品目の回収等が行われた後発生する自動車由来のシュレッダーダスト

*RPF：Refuse derived paper and plastics densified Fuelの略。廃プラスチック類と紙ごみ類を主原料に圧縮してつくる、CO₂排出量を削減できる環境配慮型燃料

再資源化原料

再生品・再生素材

機能連携

  再生
プラスチック

 再生
ゴムマット

エコネコルの高度選別と日東化工の加工技術を掛け合わせることによって様々な製品のCEを実現
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組織再編 片付け・解体工事を専業とする新会社を設立

株式会社エコネコル

（2024年９月〜10月稼働予定）

株式会社エコデモ
分社化 ◼ 施工管理会社へ変革（これまでは案件管理のみ）

◼ 請負実績を積み上げ、受注率向上

◼ 大規模案件への注力

事業規模拡大

廃棄処理

  汚染土壌改良
解体
建物・付属設備

撤去・片付け
 資源・スクラップ

動産評価･買取
  スクラップ・中古機器

建物･大型設備･動産処分にワンストップで対応

有資格者増員
解体費用

積算精度向上
有資格者による
現場施工管理強化

大型案件営業
パイプライン強化

解体費用価格競争力向上

現場施工管理能力向上

大規模案件対応力向上
解体CE提案力強化

スクラップ回収力向上
（グループシナジー強化）

既

存

サ

ー

ビ

ス

新

会

社

強

化

領

域

施工管理能力強化

解体現場

加工
鉄スクラップ

建設現場

GHG排出量･トレーサビリティ一元管理

加工後スクラップ

電炉メーカー

流通

解体 to 建設（グリーンスチールループ）

グリーンスチール
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LIBリサイクル 電池 to 電池クローズドループ事業の促進

■ 合弁会社「株式会社 J-Cycle」を設立

企業 出資比率 主な役割

株式会社VOLTA 51％ リチウムイオン電池・電極材等のリサイクル

Miracle Eternal PTE LTD. 27% 海外からの廃電池等の原料調達

三井物産株式会社 22% グローバルな事業基盤の活用

2024年５月設立、2024年９月稼働予定（VOLTA茨城工場内） 電池等の回収、加工、製錬、販売、分析等を行う

■ 株式会社VOLTA茨城工場 2024年６月稼働予定

所在地 茨城県ひたちなか市山崎 43 番地

敷地面積 敷地面積：15,326 ㎡（主要建物 延床面積 8,560 ㎡）

処理能力 リチウムイオン電池処理 5,000ｔ／年

電池to電池のクローズドループ実現に

向けた取り組みを加速

★

LIBリサイクル工場拡張計画 茨城工場外観 プラント設置工事

※2023年３月27日開示情報より
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本資料は投資家の参考に資するよう、株式会社エンビプロ・ホールディングスの現状を

理解していただくために作成したものです。

本資料に記載された内容は、現時点において一般に認識されている経済・社会等の情勢

及び弊社が合理的と判断した一定の前提に基づいて作成されておりますが、経営環境の

変化等の事由により、予告なしに変更される可能性があります。

本資料に関する注意事項



株式会社エンビプロ・ホールディングス

経営管理部

TEL （0544）21-3160

URL https://www.envipro.jp/

本資料及びIRに関するお問い合わせ先
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